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去
る
、
平
成
二
十
八
年
十
一

月
九
日
（
水
）、
第
四
十
一
回

曹
洞
宗
青
年
会
東
北
地
方
集

会
『
宮
城
大
会
』
が
仙
台
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
よ
り
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
佛
祖
諷
経

を
お
勤
め
し
、
大
会
会
長
、
大

会
実
行
委
員
長
の
挨
拶
や
来
賓

各
位
の
御
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、

参
加
者
一
同
が
復
興
へ
の
願
い
を

新
た
に
す
る
『
誓
願
文
』
を
大
会

会
長
で
あ
る
東
北
地
区
曹
洞
宗
青

年
会
連
絡
協
議
会
会
長
　
天
野
大

真
師
が
宣
読
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
の
最
後
に
は
次
期

開
催
県
を
青
森
県
と
す
る
事
が

発
表
さ
れ
、
大
会
実
行
委
員
長
の

絡
子
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
一
般
の
方
々
も
対

象
に
第
一
部
と
し
て
、「
東
日
本
大

震
災
七
回
忌
法
要
」
が
、
大
本

山
總
持
寺
貫
首 

江
川
辰
三
大
禅

師
猊
下
御
親
修
の
下
、
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

歎
佛
会
法
要
を
お
勤
め
し
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
手
を

合
わ
せ
、
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。　

第
二
部
で
は
、
三
重
県
曹
洞
宗
青

年
会
有
志
の
和
太
鼓
集
団
「
鼓
司

（
く
す
）」
に
よ
る
復
興
祈
願
和

太
鼓
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
ホ
ー

ル
内
に
響
き
渡
る
壮
大
な
和
太
鼓

の
迫
力
に
、
演
奏
後
は
万
雷
の
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
で
は
、
南
こ
う
せ
つ
氏

に
よ
る
、
追
悼
復
興
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
の
こ

と
、
曹
洞
宗
と
の
繋
が
り
の
こ
と
、

過
去
の
思
い
出
な
ど
、
時
に
ユ
ー

モ
ア
に
、
時
に
し
ん
み
り
と
お
話

な
さ
れ
ま
し
た
。
誰
し
も
一
度
は

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う

ご
自
身
の
代
表
曲
の
他
、
大
会

テ
ー
マ
で
あ
る
「
ま
ご
こ
ろ
に
生

き
る
」
も
披
露
さ
れ
、
来
場
者
と

一
緒
に
大
合
唱
し
て
、
大
会
が
円

成
致
し
ま
し
た
。

鼓司による復興祈願和太鼓演奏

東日本大震災七回忌法要

会場入口慰霊祭壇

次期開催県へ絡子の伝達

佛祖諷経
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昨
年
八
月
三
十
日
に
上
陸
し
た
台
風
十
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た

皆
様
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、当
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、災
害
発
生
直
後
よ
り
、久
慈
市
・
宮
古
市
・

岩
泉
町
に
て
支
援
物
資
の
搬
入
、
土
砂
撤
去
作
業
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
十
二
月
を
も
ち
ま
し
て
、
社
協
に
て
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
が

冬
期
間
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
へ

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て

い
く
予
定
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
現
在
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
回
数
二
十
回

	

（
同
日
に
複
数
地
区
に
て
・
同
時
作
業
含
む
）

◆
県
内
寺
院
参
加
人
数
百
五
名
（
複
数
回
参
加
者
含
む
）

◆
県
外
曹
洞
宗
青
年
会
参
加
者
五
十
一
名

	

（
全
国
・
青
森
・
秋
田
・
宮
城
・
山
形
・
福
島
・
愛
知
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
〉

台
風
十
号
に
よ
る
大
雨
・
土
砂
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

民家での土砂撤去作業（岩泉町）

秋田・青森・岩手県曹洞宗青年会合同ボランティア

全国・福島県・岩手県曹洞宗青年会合同ボランティア

民家庭の土砂撤去作業（岩泉町）
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秋田県・山形県・愛知県・岩手県曹洞宗青年会合同ボランティア岩泉町ボランティアセンターにて
※重機を運転しているのは愛知県曹青の皆様（岩泉町公民館）なすびさんと一緒に記念撮影

秋田県・山形県・愛知県・岩手県曹青
合同ボランティア（岩泉町公民館)宮城県・岩手県曹洞宗青年会合同ボランティア（宮古市）

高昌院裏山の土砂崩れ 高昌院本堂裏にての土砂撤去作業
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平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
三
日
（
木
）、
台
風
十

号
被
害
の
為
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
十
二
教
区
海
蔵

院
様
を
会
場
と
し
て
の
「
慰
霊
行
脚
」
を
「
第
二
回

教
養
セ
ミ
ナ
ー
」
と
併
せ
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
よ
り
教
養
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
「
歎
佛
会

法
式
研
修
」
を
行
い
、そ
の
後
慰
霊
行
脚
に
代
え
、「
東

日
本
大
震
災
慰
霊
・
復
興
祈
願
」
並
び
に
「
台
風
十

号
被
害
復
興
祈
願
」
法
要
を
歎
佛
会
に
て
修
行
い
た

し
ま
し
た
。

　
会
員
二
十
八
名
の
他
、
十
二
教
区
長
源
福
寺
様
、

当
会
顧
問
柳
善
院
様
の
ご
随
喜
を
い
た
だ
き
、
震
災

七
回
忌
を
迎
え
る
本
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に

慰
霊
・
復
興
祈
願
法
要
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
八
月
十
九
日
（
金
）
ホ
テ
ル
エ
ー

ス
を
会
場
に
、
第
一
回
教
養
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
元
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
・

カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
社
長
高
野
登
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
極
め
る
時
代
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
と
題
し
て
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
も
て
な
し
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、

学
び
が
深
ま
り
ま
し
た
。「
共
感
す
る
た
め
に
は
、
自

分
の
中
に
静
け
さ
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
、
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

第
二
回
教
養
セ
ミ
ナ
ー

第
一
回
教
養
セ
ミ
ナ
ー

グループディスカッション 講師：高野  登氏

それぞれの想いを胸に…

慰霊・復興祈願法要
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平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
（
木
）、
金
ヶ
崎
町
、

泰
養
寺
様
を
会
場
に
恒
例
の
歳
末
助
け
合
い
寒
風

托
鉢
を
行
い
ま
し
た
。
多
数
の
参
加
を
頂
き
、

無
事
修
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
、
身
支
度
を
整
え
、
本
堂
前
に
て

道
中
の
安
全
を
願
う
諷
経
の
後
、
出
発
致
し
ま

し
た
。
事
前
に
泰
養
寺
方
丈
さ
ま
よ
り
広
く
お

声
掛
け
頂
い
て
い
た
事
も
あ
り
、
有
り
難
い
事
に

多
く
の
方
々
が
托
鉢
僧
の
到
着
を
浄
財
を
手
に

お
待
ち
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
托
鉢
の
最
後
に
は
、

た
い
よ
う
保
育
園
の

園
児
が
出
迎
え
て
く

れ
、
小
さ
な
手
か
ら

心
温
ま
る
浄
財
を
頂

く
こ
と
も
出
来
ま
し

た
。
二
時
間
程
の
托

鉢
を
終
え
、
泰
養
寺

様
へ
到
着
。
本
堂
前

に
て
諷
経
し
、
托
鉢

の
無
事
修
行
を
報
告
。

参
加
者
一
同
、
心
地

好
い
疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
寒
風
托
鉢
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
泰
養
寺
様
、
六
教
区
禅
修
会
の

皆
様
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

   
歳
末
助
け
合
い

　
　
　   

寒
風
托
鉢

財法二施・功徳無量～ 金ヶ崎町社会福祉協議会へ浄財（129,339円）を寄付
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平
成
二
十
八
年
七
月
九
日
（
土
）
～
十
日
（
日
）、

盛
岡
市
報
恩
寺
様
を
会
場
に
第
五
十
一
回
み
ち
の
く

緑
蔭
禅
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
と
は

違
い
土
日
の
開
催
、
日
程
も
大
き
な
変
更
を
試
み
た

事
に
よ
り
、
随
喜
寺
院
、
参
禅
者
の
人
数
の
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
県
内
外
各
地
よ
り
随
喜
寺
院

四
十
二
名
、
参
禅
者
十
五
名
の
参
加
を
頂
き
、
共

に
参
禅
修
行
を
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
ヨ
ガ
の
講
師
を
お
招
き
し
、
参
加

者
一
同
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
禅
者
の
皆
様
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
た
と
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
後
援
を

頂
き
ま
し
た
曹
洞
宗
岩
手
県
宗
務
所
様
を
は
じ
め
、

会
員
の
皆
様
の
た
く
さ
ん
の
御
随
喜
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
五
十
一
回 

み
ち
の
く
緑
蔭
禅
の
つ
ど
い



（7）平成29年2月28日 曹青通信　い　わ　て 〈102〉号

　
十
月
八
日
／
常
光
寺
様
に
て
退
董
式
並
び
に
晋
山

結
制
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
十
九
日
／
教
区
特
派
布
教
講
習
会
が
東
顕
寺

様
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
瀧
源
寺
様
に
於
い
て
、
三
月
二
十
五
日
／
本
堂
落

慶
法
要
、
三
月
二
十
六
日
／
二
十
五
世
佛
山
宗
智
和

尚
本
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
第
三
教
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
去
る
九
月
二
十
九

日
に
、
葛
巻
町
正
福
寺
様
に
於
い
て
、
両
祖
忌
の
法

要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
／
正
洞
寺
様
に
て

二
十
三
世
大
祥
忌
法
要
。

　
五
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
／
寶
昌
寺
様
に
て

両
祖
忌
法
要
。

　
六
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日
／
昌
歓
寺
様
に
て

三
十
世
阿
円
忌
、
結
制
再
会
法
要
。

　
十
月
二
十
九
日
～
三
十
日
／
大
興
寺
様
に
て
　
　

両
祖
忌
法
要
、
三
十
四
世
退
董
式
、
三
十
五
世
　
　

桐
野
好
覚
師
晋
山
結
制
法
要
。

　
十
一
月
八
日
／
地
蔵
寺
様
に
て
、
十
一
世
退
董
式
、

十
二
世
大
村
恵
寛
師
晋
山
式
法
要
。

　
第
五
教
区
青
年
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
月
八
日

降
誕
会
、
年
明
け
二
月
十
五
日
涅
槃
会
を
光
明
寺
様

の
山
門
法
要
に
法
式
研
修
会
と
い
う
か
た
ち
で
随
喜

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
九
日
～
三
十
日
／
興
國
寺
様
に
於
き
ま

し
て
、
二
十
二
世
三
十
三
回
忌
法
要
、
二
十
三
世
退

董
式
、
二
十
四
世
藤
澤
貴
之
師
晋
山
結
制
法
要
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
三
日
に
は
、
歳
末
助
合
い
托
鉢
を

光
明
寺
様
を
会
場
に
修
行
致
し
ま
し
た
。

　
新
会
員
と
し
て
、
宝
城
寺
副
住
　
佐
々
木
将
斗
師

が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　
十
月
二
十
日
／
平
泉
・
見
性
寺
様
を
会
場
に
、
ご

寺
院
様
、
檀
信
徒
合
わ
せ
百
二
十
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、特
派
布
教
、万
灯
供
養
会
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

　
閉
単
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
正
法
寺
専
門
僧
堂
が

二
月
十
五
日
を
も
ち
ま
し
て
、
再
開
単
の
運
び
と
な

り
、
三
月
六
日
、
教
区
寺
院
、
正
法
寺
末
寺
寺
院
随

喜
、
臨
席
の
も
と
正
法
寺
専
門
僧
堂
開
単
式
、
開
単

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日
／
醫

王
山
長
壽
寺
様
に
於
い
て
、
三
十
四
世
大
庸
紀
由
大

和
尚
本
葬
儀
並
び
に
大
祥
忌
法
要
、
三
十
五
世
大
峯

春
由
和
尚
晋
山
結
制
法
要
、
大
般
若
祈
祷
会
、
檀
信

徒
総
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

❖
教
区
だ
よ
り
❖

一  
教  
区

四  

教  

区

六  

教  

区

二  

教  

区

五  
教  

区

七  

教  

区

三  

教  

区
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平
成
二
十
八
年
四
月
末
日
／
常
楽
寺
松
山
瑞
雄
老

師
が
遷
化
さ
れ
、
本
葬
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
九
日
～
三
十
日
に
か
け
て
、
平
成

二
十
八
年
度
徒
弟
こ
ど
も
坐
禅
会
並
び
に
第

三
十
二
回
み
ち
の
く
禅
の
集
い
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
岩
曹
青
と
第
八
教
区
青
年
会
で
連
携
を
取
り
、

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
ま
た
参
加
し
た
い
と
言
っ
て

頂
け
ま
し
た
。

　
八
月
末
に
玉
川
寺
の
宇
津
野
佳
久
東
堂
が
遷
化
さ

れ
、
九
月
一
日
に
本
葬
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
九
日
～
三
十
日
に
か
け
て
、
奥
玉

安
養
寺
様
に
於
い
て
、
開
創
五
百
年
開
山
歴
住

報
恩
供
養
並
び
に
晋
山
結
制
法
要
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
会
員
と
し
て
、
永
澤
寺
副
住
・
宇
津
野
弘
道
師
、

保
壽
寺
副
住
・
膝
舘
妙
鏡
師
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
七
月
一
、
二
日
に
檀
信
徒
研
修
旅
行
が
あ
り
、

八
戸
三
沢
奥
入
瀬
方
面
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
十
五
日
に
は
「
さ
わ
や
か
に
生
き

る
」
と
題
し
て
講
演
会
が
あ
り
、
山
本
光
洋
氏
の

パ
ン
ト
マ
イ
ム
と
だ
る
ま
食
堂
の
コ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
慶
事
行
事
と
し
て
、
十
一
月
十
二
、十
三
日
に
住
田

町
城
玖
寺
様
に
お
い
て
、
晋
山
結
制
法
要
が
あ
り
ま

し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
檀
信
徒
が
見
守
る

中
で
無
事
円
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
十
教
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
五
月
二
十
九
日
に

盛
岩
寺
様
に
於
い
て
、
開
山
四
百
回
忌
・
二
十
三
世

二
十
七
回
忌
・
諸
堂
復
興
庫
裡
落
慶
法
要
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
、二
十
一
日
に
石
應
禅
寺
様
に
於
い
て
、

十
七
世
中
興
雲
汀
晴
朗
大
和
尚
休
廣
忌
・
同
寺
寺
族

思
実
忌
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
五
日
、
六
日
に
柳
玄
寺
様
に
於
い
て
、

二
十
一
世
圓
鏡
光
文
大
和
尚
本
葬
儀
並
び
に
阿
部

光
禅
師
晋
山
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
六
月
二
十
六
日
に
は
、
大
慈
寺
様
に
於
い
て
、

上
棟
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
十
一
教
区
行
事
と
し
ま
し
て
は
九
月
十
二
日
、

十
三
日
に
、
岩
泉
町
大
川
、
大
川
寺
様
を
会
場
と
し

て
、
両
祖
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
区
青
年
会
と
し
ま
し
て
は
、
七
月
二
十
九
日
、

三
十
日
に
、
宮
古
市
津
軽
石
、
瑞
雲
寺
様
を
会
場
と

し
て
「
夏
休
み
子
供
坐
禅
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
二
月
一
日
に
は
、
宮
古
市
沢
田
、
常
安

寺
様
を
会
場
に
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
を
修
行
致
し

ま
し
た
。

　
八
月
の
台
風
に
よ
る
災
害
の
際
に
は
、
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
各
教
区
の
会
員
様
に
も
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
月
十
一
日
／
柳
善
院
様
　
小
正
月
祈
祷
会
。

　
四
月
／
長
泉
寺
様
　
龍
神
講
法
要
。

　
十
月
／
千
手
寺
様
　
恒
期
法
要
。

　
二
月
十
日
、
十
二
教
区
宝
積
寺
田
村
康
裕
様
と
三

教
区
大
聖
寺
佐
々
木
綾
子
様
の
結
婚
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

八  

教  
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九  

教  
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十  

教  
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十
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教  
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十
一  

教  
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